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平成２５年度 木島小学校 学校評価報告書

飯 山 市 立 木 島 小 学 校 長 宮澤 栄一
学校関係者評価委員会委員長 小出 善久

Ａ：十分に達成できた（肯定率：９０％以上） Ｂ：おおむね達成できた（肯定率：５０％以上） Ｃ：あまり達成できなかった（肯定率：１０％以上 Ｄ：達成できなかった（肯定率：１０％未満）

学校教育目標： 自ら学び 豊かな心をもち，たくましく生きる児童が育つ学校 学校関係者評価委員会の意見

観点 具体的な取組 評価 次年度に向けての改善点 今年度の重点的な取組について

柱１「表現」確かな学力の定着と向上 ・授業改善が，児童の実態に立ったより具体的なものになるよう， ・３つの柱での取組とても良いと思
・課題解決的な学習過程を大切にした授業の構想 クリアチャレンジ問題等を活用し，児童の学習内容の定着状 いました。（→集中して授業をして
・ドリルタイムの充実と学力諸検査での検証 況や課題を明確にしたり，児童による授業評価を定期的に位 いる姿を見て感心しました。あいさ

重 ・授業公開を通して学び合い，授業改善につなげる Ｂ 置づけたりして，児童とともに創り上げる授業を目指します。 つも気持ちよくしてくれました。地
・家庭学習のあり方について，家庭向けの資料を見直したり，家 域との関わりを大切にしていただ

点 庭との連携のありかたを具体的に提案したりして，学習習慣 き、ありがとうございました。）
形成の充実を図ります。 ・具体的な取組が明確に示され、そ

活 ・飯山市学力向上の三本柱を大切にし，授業改善を進めます。 の中で次年度に向けての改善点が実
に解りやすく説明され、先生方のご

動 柱２「あいさつ・歌」心の響き合い ・よりよい生き方を求め道徳の授業を計画的に実施し，道徳的価 努力の姿が見えます。
・どの子にも居場所があり，存在感のある学級づくり 値の追求に努めます。また，全教育活動を通しての豊かな心 ・今回の３本柱はとても充実した内

の ・自尊感情を高める支援 Ａ の醸成に努めます。 容であり、当たり前の事を当たり前
・飯山養護学校との交流を通しての豊かな心の育成 ・個別相談の機会の充実を図ると共に，職員相互の情報交換を密 の様に行うという木島小学校の先生

取 ・人権教育の充実 にし，児童理解に努めます。 方の努力がとても見受けられます。
・清掃活動に力を入れ，校舎を大切にする心情の高揚を図ります。

組
柱３「運動・遊び」体力向上・地域に学ぶ ・今までの木島らしい教育の良さを生かしつつ，ＰＴＡをはじめ

・地域との関わりの重視（農業体験活動，緑の少年団の活 地域との連携を図り，地域全体で児童を育てる体制づくりを

動の充実） Ｂ 進めます。

・全校縦割り活動の充実（姉妹学級交流・なかよし清掃・ ・全教育活動を通してキャリア教育を推進し，教科と生活科・総

全校運動・遠足） 合的な学習の連携を図ります。

・地域の人材活用や交流を位置づけたカリキュラムを工夫し，心

身の健全な育成に努めます。

観点 評価項目 具体的な取組 評価 次年度に向けての改善点

わかる授業づくり ○長野県教育委員会よりの伝達「授業がもっと ・児童及び保護者の，「分かる授業」への肯定率が高く，授業に

（基礎・基本の定 よくなる 3 観点」の「ねらい，めりはり，見 対する満足度は高いと推測できる。しかしながら，職員の自

着） とどけ」を意識し，授業改善に努めた。 己評価では肯定率が７割前後にとどまっており，取組を改善

○校内での，国語・算数での授業研究や，互い する必要があります。 そこで，

の授業を気軽に参観し学び合う機会を持っ

た。 ①飯山市学力向上事業に伴う，三本柱「できた・わかったを実感 確かな学力の定着を目指す授業につ
確 ○教育課程研究協議会や飯山市学力向上学年会 し，学ぶ意欲を高める授業の構想」「事実・方法・理由を自分 いて
か 等，他校の授業に学び合う機会を通して，自 の言葉で説明できる力の育成」「授業とつながる家庭学習（予

な 己の授業の振り返りと改善に生かす。 Ｂ 習・復習）の習慣化」を意識し，具体的な改善の視点を明確 ・授業中、全員集中して取り組んで
学 ○飯山市学力向上事業に伴う，3 視点「自分の にして全教職員で授業改善に取組みます。 いること、先生方の進め方の熱心さ
力 考えや理由を言葉で説明できる力の育成」「授 に感心しました。
の 業とつながる家庭学習の習慣化」「学ぶ意欲 ②ドリルの時間をはじめ，学習内容の補完のための放課後や長期 ・学校での授業と家庭学習のつなが
定 を高める見とどけのあり方」を常に意識した 休みにおける特別授業の実施を検討します。 りを大切にし、家庭学習での基礎基
着 授業改善に取組んだ。 本の定着、学習習慣形成が十分なさ
を ○ドリルタイムの充実をはかる。（年度の途中か ③クリアチャレンジ問題や単元テストを繰り返し行い，理解と定 れるように、具体的連携のあり方を
目 ら担任以外の教職員も学級に入り，児童にき 着を図ります。 家庭に発信し、協力してやっていけ
指 め細やかな指導を行えるようにした。） る努力という部分が重要だと思いま
す ○朝の活動に書き取りの時間を位置づけ，書く す。
授 力の充実を図った。 ・保護者アンケートの評価と比較し
業 授業でのルールづ ○ 4 月当初に，生活・学習オリエンテーション ・「木島小学校授業の受け方」について職員の共通理解を図る。 て、職員の自己評価が低いのが気が

くり を実施し，授業の受け方について確認した。 また，家庭にも学校だより等で発信し，家庭学習でも同一歩 かり。もっと自信を持って良いので
（特に，筆箱の中身と姿勢について指導）職 Ｂ 調で児童に指導できるようにしていきます。 はないでしょうか。自信を持って取
員には，「木島小学校授業の受け方」を配布 り組めば、児童にも良い影響を与え
して徹底を図った。 るものと思います。

家庭学習との連携 ○ 5月に，「木島小学校家庭学習の手引き」を学 ・学校の授業と家庭学習のつながりを大切にし，家庭学習での基 ・どんな形であれ、学力向上に努め
校だよりにて家庭配布し，家庭の理解を図っ 礎基本の定着，学習習慣形成が十分になされるように，答え ていただきたい。予習・復習の習慣
た。 合わせや家庭学習のチェックなど，具体的な連携のあり方を 化が出来るような授業又は宿題を充

○全国学力学習状況調査の結果を受け，家庭学 Ｂ 家庭に発信し，協力していただけるようにします。 実していただきたい。
習での取組方についてお願いした。 ・学校の授業と家庭学習のつながりを大切にし，家庭学習での基

礎基本の定着や学習習慣形成が十分になされるように，学校

と家庭の連携のありかたを提案し実施していきます。

学習環境の充実 ○総合的な学習の時間や教科学習に「ふるさと ・地域人材マップの整理と新たな人材の発掘をしていきます。

学習」を位置づけ，計画的な実施に努めた。 ・ＰＴＡと連携し，学習ボランティア導入に関わる意見交換を行

○クラブ活動や読み聞かせ等の活動で，地域・ っていきます。

保護者の方を講師として位置づけ，ご協力い Ｂ
ただいた。

豊かな心の育成・安心できる学級集
基本的な生活習慣 ○児童会代表委員会を中心に，「あいさつ週間」 ・あいさつに関わっては，児童，肯定率が高いのに対し，保護者 団づくりについて

を企画。あいさつの良かった児童を表彰する の肯定率が低い傾向にある。児童が学校ではあいさつをして

などして，啓発活動を展開した。 いるが，地域ではあいさつがなかなか進んでできていない状 ・学校にいる時間が長いので、楽し
○朝読書の時間に担任が一緒に読書をしたり， 況にあると考えられます。児童会を中心としたあいさつ活動 い場所であって欲しいと思います。
読み聞かせを行ったり，読書旬間をいかした を推進すると共に，道徳や学級会活動であいさつの大切さに そのためにも、やさしさ・思いやり
りして，読書への興味が持てるように工夫し ついて考え合う機会を充実させます。 の心を育てって欲しいと願っていま

豊 た。 ・道徳教育の年間計画を見直し，年間計画に従い，計画的に道徳 す。一人一人の良いところを探し、
か ○月ごとの学校生活の目標を決め，廊下に掲示 Ｂ 教育を行うようにして児童の情操面発達を促していきます。 認め合う事で、自信につながると思
な したりよびかけ活動をおこなったりして，目 ・学級だより等で，児童の良い姿を取り上げ，具体的な場面を活 います。
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心 的を持って生活できるようにした。 用した指導を心がけます。 ・ゆとり教育が大事ではないでしょ
の ・師弟同行を大切にし，学校職員が児童に範を示せるようにして うか。自然や動植物との関わり、読
育 いきます。 書、文章を書く。
成 ・挨拶を通し、地域との交流を深め
・ 安心できる学級・ ○学級経営案を学級ＰＴＡの折に提示し，学級 ・Ｑ－Ｕ等を生かし，担任が学級経営を振り返ったり，結果につ ていただきたい。
安 集団づくり 運営に関わる説明を行った。 いて職員会議で全職員の共通理解を図ったりして，課題のあ

心 ○Ｑ－Ｕを年２回実施し，結果を分析して，学 る児童を全職員で支援していけるようにします。

で 級経営の振り返りと課題児童に対する具体的 ・児童理解に関わる校内研修を大切にし，教員としての資質の向

き な支援について職員会議で共通理解を図っ 上を図ります。

る た。 ・児童の自己肯定感を高められるように，行事等での一人一人の

学 ○Ｑ－Ｕについて，職員研修会を２度行い，結 役割を明確に位置づけた支援を心がけます。また，実施した

級 果の分析の仕方や生かし方について理解を深 Ａ 内容について評価を明確に位置づけ，児童の満足感や意欲に

集 めた。 つなげられるようにします。

団 ○なかよし旬間やなかよし清掃及び姉妹学級で

づ の異年齢交流等の機会を位置づけ，児童相互

く の見つめ合い，関わり合いを大切にした。

り ○飯山養護学校と交流会を年５～６回実施し，

障害のある児童との関わりを通して，相手の

立場になって考える心の育成に努めた。 学校の教育全般について

・「継続は力なり。」が大切と思いま
教育相談 ○教育相談週間を７月と１２月に１週間程度位 ・教育相談の機会を年間計画に位置づけ，必ず実施します。また， す。本年度目指してきた事を大切に

置づけ，全児童と相談する時間を確保した。 休み時間等の児童の様子や授業での様子から気になった事に され、更なる工夫・改善を加え来年
○６年生を中心に，スクールカウンセラーとの ついては，関係職員が連絡を取り合い，素早い対応がとれる 度につなげていただけたらと思いま
相談の時間を設けた。 ようにしていきます。 す。

○児童支援会議を計画的に開催し，学校・保護 Ａ ・学校の相談体制について，児童・保護者への周知を図ると共に， ・学力はもちろん大切ですが、何よ
者・教育委員会など，関係機関で情報の共有 気軽に相談できる体制づくりを進めます。 り命の大切さ教えて欲しいと思いま
を図ると共に，個々の児童の具体的な支援に ・校内の児童支援体制づくりと共に，外部機関との連携のありか す。心身共に健康で学校が楽しく思
ついて方向づけをする事ができた。 たについて検討し，柔軟な支援が行えるように体制づくりを える環境づくりをお願いいたしま

します。 す。
学校環境整備 ○「なかよし清掃」の機会を利用し，縦割り班 ・児童会活動での花壇整備や学校環境整備が進められるように， ・アンケート調査の結果を見させて

での清掃を行い，高学年が低学年の指導を行 児童会支援に力を入れます。 いただき、子どもたちの学力向上の
ったり，関係委員会を動かしたりして，児童 Ｂ ・校外だけでなく，校内の環境整備と，清掃活動の充実を図り進 ために細心の努力をされている様子
の力で学校環境の充実を図った。 めます。 に頭が下がります。

○環境教育係やボランティア児童による学校花 ・児童の学習した内容が分かる作品等の展示を工夫します。 ・職員アンケートの自己評価が高
壇の整備を行った。 く、心強い。児童の抱える問題は、

情報提供（開かれ ○ホームページを月１回更新したり，学年だよ ・学年通信，学校通信，ホームページのよりタイムリーな発行， 必ず態度に現れると思います。引き
学 た学校・連携） り，学校だより，校長だよりで，学校の様子 更新に努め，学校の教育活動や学校運営に関する情報提供の 続き児童に寄り添い、微妙な変化を

を家庭や地域に発信するように努めた。 充実を図ります。 見逃さないよう注意深く見守ってい
校 ○授業参観や各種行事の折に，アンケートを実 ・授業参観や学校行事に合わせ，アンケートを実施し，保護者・ ただけたらと思います。

施し，保護者・地域の方の意見を集約できる 地域の方の意見を反映できるようにします。 ・先生方の大変さはＰＴＡ会長にな
教 ようにした。 るまでは何も知りませんでした。た

だただ頭の下がる思いです。しかし
育 Ｂ ながら、教育が多様になり、仕事が

増える一方だと推察しますが、これ
全 からもよろしくお願いします。

般

その他

満足度（学校行事）○運動会や音楽会など，多くの学校行事をＰＴ ・行事において児童一人一人が主人公となれるように位置づけを ・本年度飯山市教育委員会が中心と
Ａと連携して推進する事ができた。 工夫します。また，行事終了後の児童への評価を適切に行い， なり開催された「教育懇談会」は学

その後の教育活動，学校生活の励みとなるようにします。 校、家庭、地域の方が木島小学校の
教育課題について、意見交換できる

安全確保・健康管 ○月１回もりもりタイムを位置づけ，家庭と連 ・出席確認と健康観察を確実に行い，児童の体調管理に努めます。 大切な場と感じました。ぜひ、多く
理 携し児童の健康への意識の高揚を図った。 また，健康に関わる生活習慣がしっかり身につけられるよう の方が参加され、地域をあげて木島

○昼食終了後に，全校での歯磨きの時間を位置 に，保健便りの発行など情報提供を充実させ，保護者と連携 小学校の教育を盛り上げていけるよ
づけたり，定期的に養護教諭によるブラッシ Ａ し児童の指導に当たれるようにします。 う、参加していけると良い。
ング指導を位置づけたりして，正しい歯磨き ・学校危機管理マニュアルを充実させ，家庭や地域の実情に合っ ・不登校の子がいないと聞いて、本
の習慣化を図った。 たものにしていくとともに，保護者や地域への周知徹底と情 当に良かったと思います。また、先

○児童の安全や健康確保のために，安全に関わ 報提供に努めます。 生方の早目の対策に感謝していま
る学校だよりや保健だよりを作成し，保護者 ・緊急配信メールシステムへの全戸加入を勧め，緊急時のスムー す。
への啓発と保護者との連携による指導の充実 ズな対応に努めます。 ・学力向上は大事な事ですが、家庭
を図った。 教育のあり方、私共高齢者の責任で

○緊急配信メールシステムを導入し，緊急時の もあると思いますが、親の教育も考
家庭連絡がスムーズにできる体制づくりを進 えたい時期かと思います。
めることができた。 ・学校行事は、児童が普段見せる顔

とは異なる面が現れる有意義な機会
と思います。自分の適性や能力を見
出ししやすいよう行動を促し、様々
な面での働きかけを期待します。
・規則正しい生活は全ての児童の活
動の源ですが、特に各種大会に参加
する児童は、大会直前の自己責任に
よる体調管理の重要性について、精
神面も含めて認識できるよう指導の
機会を作っていただけたらと思いま
す。

本年度の評価を生かし、平成２６年度 木島小学校は
学校教育目標「自ら学び 豊かな心をもち，たくましく生きる児童が育つ学校 」をもとに，学校教育目標具現のために，来年度の重点として次の点に力を入れ
て取り組み，グランドデザインを作成します。

１ 「かしこさ」 （知） ←自ら学び
２ 「やさしさ」 （徳） ←豊かな心を持ち
３ 「たくましさ」（体） ←たくましく生きる

本年度，重点活動の取り組み(３つの柱)により，学力調査(ＣＲＴ)結果が向上し，体力テストも
県平均を上回りました。「あいさつ，歌」など心の教育についても大切に考えていきます。
今後さらに，保護者との連携を密にしながら家庭学習の充実を図っていきます。


